月の中のウサギ

このお話は紀元前３世紀から７世紀にかけてインドで成立した、お釈迦様の前世を伝える『ジャータカ物語』に出てきます。

昔、インドにウサギとキツネとサルがいました。３匹は仲良く暮らしていましたが、前世の行いがよくなかったために、けものの姿にされていたのです。そこで、「世間のために善いことを行なって役に立ちたいものだ」と相談していました。ある日、よぼよぼのやせ細った老人が３匹の前に姿をあらわしました。３匹はようやくよいことができると、張り切りました。

　さっそく、サルは木に登って木の実や果物を集めてきました。キツネは川に行って魚をとってきました。しかし、ウサギは自分では草しか食べていないので、老人のために特別のごちそうを持ってくることができませんでした。そこでウサギはキツネに頼んで、老人の前で焚き火をたいてもらい、「せめて私の身を焼いて、私の肉を召し上がってください」といって、焚き火に飛び込みました。ところがどうでしょう。ウサギが飛び込んだ焚き火の火は不思議に冷たく、毛ひとつ焼くことはできなかったのです。

　その時、老人は帝釈天の姿にもどって、「このウサギの心がけは特に立派なものだ。おまえの姿を後世に伝えるために、月に写して残すことにしよう」といいました。こうして、月の表面にはウサギの姿が見られるようになったのです。

（ウサギが焚き火に飛び込んで、黒こげになったのを見て、帝釈天が感銘をうけ、月の表面にその黒い姿を残したという、お話もあります。）

中秋の名月

中秋は仲秋とも書きます。旧暦８月１５日の月のことです。

旧暦では、７月を孟秋（孟は初めの意味）８月を中秋、９月を季秋といいます。また、旧暦では新月の日が毎月１日ですから、１５日の月はほぼ満月、これを中秋の名月と呼んで鑑賞する風習で、日本には平安時代に中国から伝わりました。ほぼ真東から昇り、程よい高さで南中しますし、季節的にも窓を開け放して月を眺めるのにちょうど心地よい季節ですね。

日本では、サトイモを供えるので、『芋名月』とも呼ばれます。

また、旧暦９月１３日の月を『十三夜月』と呼んで、十五夜とセットでお月見をする風習もあります。十三夜は別名『栗名月』『豆名月』『後の月』『名残の月』などとも呼ばれています。１５夜についで月が美しいとされています。日が沈むか沈まないかのうちに出てきて、月光をくれるので、灯りのない場所ではとてもありがたい月なのかもしれません。

ちなみに、満月の明るさはおよそ0.5ルクス。もし昼間と同じ明るさにするには、満月があと５０万個ほど必要になります。

月見て一杯

これは花札ですが、実際、江戸の遊郭，吉原では１３～１５日に客に月見の杯をおくり、注いだ酒に月を映して飲んだとか。寿命がのびるといわれたそうです。たしかに、月（ツキ）を飲むわけですから、運勢が向いてくるかもしれません。もともと、日本人は月の姿を池や川に映して楽しむという風流な楽しみ方をしていました。私も自分の家の庭で、お椀に水を汲み、月の影を映そうとしてみましたが、風が水面を波立たせてしまいなかなかきれいに写りませんでした。意外に難しいのですが、なかなかオツです。ぜひ、一度お試しください。

月待ち

現代の私たちは、夜になっても忙しかったり、灯りもまぶしすぎるほどあるので、なかなか月を待つという機会もないかと思いますが、たまには灯りを消して、ゆっくり夜空を眺めながら月を待ってみるのもいいですね。１６世紀ごろから、きまった月齢の夜に月の出を待つ、月待ちという行事が盛んに行なわれていました。とくに、二十三夜待ちや、二十六夜待ちは有名です。二十三夜は満月の後だんだん欠けていってちょうど半月になった月（下弦の月）、二十六夜はもっとも出るのが遅い月、ほとんど明け方近くまで大勢で集まって、飲んだり食べたりしながら月の出を待つのです。どうして、そんな時間まで寝ずに月を待ち続けていたんでしょうね。

月の光しかない世界をというものを想像してみましょう。一月のうち、月が出ているのは半分。それに半月は満月の１０分の１程度の明るさですから、月夜の明るさを実感できるのは、満月前後のほんの数日ということになりますね。そうなると、あとの日々は手元灯りだけが頼りの、闇夜の世界です。どうでしょう？月がどんなに身近でありがたい存在だったか、なんとなくわかるような気がしませんか。

月の呼び名

昨日が満月でしたので、実は、今日の月は微妙にかけ始めている月なんですね。

この満月より後の月は、実は、あまり見る機会がないかもしれません。というのも、月が昇る時刻は日ごとにどんどん遅くなっていくからなんですね。一日につきおよそ４，５０分づつ、月の出は遅くなるんです。満月は太陽が沈む頃、ようやく東の空に上ってきますよね。ということは、それより後の月はもっともっと遅い時間にしか昇ってきませんね。ですから、そうした月を見るためには、相当遅くまで起きていないといけないんですね。でも、昔の人はそうした、遅く昇ってくる月も心待ちにしていたのです。それはこんな月の呼び名からもうかがうことができます。月齢１５が満月「十五夜」なので、その次の日は１６夜ということになりますが、この日の月を「十六夜月」と呼びます（字）。いざよう、というのは少しためらうという意味で、日も落ちたのに、まだ昇ってこないかな、何をためらっているのかな、という、月の出を待っている気持ちが込められているんですね。先ほどもいいましたように、月の出は一日におよそ４、５０分ずつ遅くなっていくので、一日過ぎるごとに月を待つ時間は長くなるからです。１７日目の月は「立待月」と呼びます（字）。昨日よりおそいな～と言いながらも、立って待っている、そのうち昇ってくる月なんですね。１８日目の月は「居待月」（字）「居」は座ると言う意味です。もう立っているとくたびれるから座って待とう、すると、ようやく昇ってくるわけです。１９日目は「寝待月」（字）やれやれ、座って待ってもくたびれるから、寝ながら待つか・・なんだか昔の人のひとり言が聞こえてきそうですね。そして、２０日目「更待月」（字）午後１０時近くになってやっと上り始める深夜の月です。こうした呼び名を見ていると、昔の人が月を待っている様子が目に浮かんでくるようですね。

歌の中の月

お正月の百人一首の中に、月を詠んだ歌がたくさんあることを多分ご存知でしょう。「雪月花」や「花鳥風月」という言葉の通り、日本人はとても月を愛してきたのです。

古くは万葉集にこんな歌があります。

『天の海に　雲の波立ち　月の船　星の林に　漕ぎ隠る見ゆ』

天は海、雲はその海に立つ波、三日月の船がそこをすべって星の林を漕ぎ隠れていく

雄大な歌ですね。

秋らしいのはこんな一句。

『月見れば　ちぢに物こそ　かなしけれ　わが身ひとつの　秋にはあらねど』

秋の月を見上げていると、わけもなくただただ物悲しい。誰の上にもやってきている秋なのに、私ひとりの秋というわけではないのに

これは百人一首にありますね。

雲が多くて、月が見えたり隠れたりしている夜にはこんな一句はどうでしょう。これも百人一首にあります。

『秋風に　たなびく雲の　たえまより　もれ出づる月の　影のさやけさ』

雲が秋風に吹かれて横に長く引いている、その切れ間からもれて出てくる月の光はなんとさえざえしていることだろう

最後に、心にしみわたりそうな一句を。

『わが心　澄めるばかりに　更けはてて　月を忘れて　向かふ夜の月』

心も夜も、すみずみまで澄みわたってしんしんと更け、ふと気づけば、自分は月を見ていることさえ忘れて、月と向かい合っていた

【主な参考文献】

月で遊ぶ　中野純　アスペクト

月のきほん　白尾元理　誠文堂新光社

月からのシグナル　根元順吉　筑摩書房

星の林に月の船　大岡信　岩波少年文庫

